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Abstract

The Examination of the bathymetric data on the bay head-area of Kagoshima

Bay resulted in the discrimination of six geomorphologic units (Fig. 2) and the recogni-

tion of a striking contrast between the western and the eastern halves of the area-

which are described and discussed＼ m detail.

Based on the 65 core samples肝ig. 4) of the bottom sediments, the grain-size

distribution of the surface layer (Figs. 5-9), the sediment-types recognized in each

entire core sample (Figs. 10, 13; Plates 3-5) and the rates of sedimentation throughout

the area (Fig. 12) were studied.

ま　え　が　き

桜島の北側に位置する鹿児島湾奥部海域は,成因的には古くから一大カルデラ(姶良カルデ

ラー松本, 1943)と考えられており,又,環境論的には火山性海湾という性格に加えて,桜島

西側の狭い水路を唯一の開口部とする閉鎖的な地形条件から,各種の特異な問題を包含してお

り,従来多方面の研究者の注意をひいてきた｡

また,火山性海湾という条件は湾奥部に限らず,鹿児島湾全体のもつ性格であり,したがっ

て,湾自体をもたらした構造発達史と,湾を源として南九州一帯に広く分布する噴出物の地質

学的研究は,おのずから南部九州新生代末の地史の解明-と導くものであると考えられる｡

このような観点より,従来筆者等は,鹿児島湾周辺地域の後期新生界の地質学的研究をつゞ

けてきたが(早坂･橋本1970;大木･早坂, 1970;露木ほか, 1970;早坂･大木, 1971a;早

坂･大木, 1971b;大木･早坂, 1973;高山･早坂, 1974)今回は湾の形成に深くかゝわって

いる"姶良カルデデ'地域(湾奥部)の海底地形と底質の調査を行なう機会を得たので,その

*鹿児島大学理学部地学教室Institute of Earth Sciences, Faculty of Science, Kagoshima Univer-

sity, Kagoshima, Japan.

**鹿児島大学水産学部かごしま丸Kagoshima-maru, Faculty of Fisheries, Kagoshima University,

Kagoshima, Japan.
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第1図　鹿児島湾奥部海域等深線図(単位m)

Fig. 1. Bathymetric contour map (in meter) of the bay-head area of Kagoshima Bay.

結果をこゝに報告する｡

底質の研究の基礎となった底質柱状試料の採取に関しては,鹿児島大学水産学部敬天丸船長

辺見富雄氏ほか乗組員の方々に一方ならぬ御協力を頂いた｡また本研究を進めるに当り,鹿児

島大学理学部鎌田政明教授,同水産学部高橋淳雄教授,東京工業大学工学部小坂丈予教授なら

びに工業技術院地質調査所小野晃司博士には,種々有益な御助言を頂いた｡また,堆積物中の

石膏のⅩ線回折による同定は,鹿児島大学理学部富田克利助教授ならびに山本温彦氏にお願い

した｡さらに,同水産学部中馬優江嬢には底質試料の室内処理に関して御協力頂いた｡以上の

方々の御厚意に対して深く感謝の意を表するoなお,本研究の一部は文部省科学研究費によっ
て行なわれた｡記して感謝の意を表する｡

調査地域の概要

調査の対象とした地域は,桜島以北の湾奥都全域であり,桜島西側水道では鹿児島港と対岸
桜島の袴腰を結ぶ線以北である｡

この海域は周辺の大部分を急峻な海岸地形に囲まれ,沿岸の沖積平野は,北側の国分市周辺,

北西側の姶良町周辺の二ヶ所に存在するのみで,河川の主なものはすべてこれらの沖積平野を
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簡2図　鹿児島湾奥部海底地形区分図
Fig. 2. Classi丘cation of submarine topography of the bay-head area of Kagoshima Bay.

流れて注ぎ込んでいる｡流入する水系としては,国分市沖積平野の検校川および新川,姶良町

沖積平野の網掛川,別府川および思川などが挙げられる.これら二つの沖積平野の間や背後に

は,第四紀の堆積層(国分層群)や火山噴出物(主として火砕流堆積物)からなる台地が広く

発達している｡この海域北東側より南東縁-かけての陸域は,中生代四万十層群よりなり,忠

峻な海岸地形の上部を第四紀火山噴出物が薄く覆っている｡海域西縁を画する海岸線も急峻な

地形を皇し,大崎ケ鼻の北方,脇元-至る間は,先カルデラ火山岩頬よりなり,大崎ケ鼻以南

はカルデラ噴出物の厚層よりなる｡

海　底　地　形

水路部発行海図第221号に記載されている深度分布からも明らかなように,この海域の海底

地形の特徴は,東西両域に大きく二分される(第1図)｡深度の分布に海底地質構造にみられ

る特徴を加えて,この海域の海底地形区分を行なった結果は,第2図(早坂･大木, 1976)に

示す通りである｡地形区分の各単元について,早坂･大木(1976)からの引用により以下に列記

する｡

1)水深130m以浅の沿岸傾斜面(第2図, Ⅰ)

図から明らかなように,この海域では海岸線より沖-向かって急激に深くなり　100m等深

線は近い所で海岸線より100-200m,遠い所でも1km以内に位置する｡その間には,東部沿
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簡3図　本海域最深部(第2図のIIIA)周辺における海底地形変化を示す断面図

Fig. 3. Bathymetric cross sections showing the transition of topography from the surrounding

shallower part (I and II in Fig. 2) to the deepest bottom (IIIA in Fig. 2) of this area.

(地形断面の位置は第4図に示してある　Locations of pro丘Ies are shown in Fig. 4.)
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第4図　鹿児島湾奥部底質試料採取点(1)および海底地形断面測線図

Fig. 4. Map of the bay-head area of Kagoshima Bay, showing locations of the samples (1) and

positions of pro丘Ies.
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賃5図　底質表層の中央粒径値Mdの等値曲線図(単位mm)
Fig. 5. Median diameter (Md) contour map of bottom surface deposits (in mm).

岸の一部を除いて,平埴面の発達はみとめられない｡この点は,桜島以南の鹿児島湾主部にお

ける状況と全く異なっている｡すなわち,湾口より桜島に至る湾内沿岸部一帯では,ほとんど

全域にわたって, 2-4km幅で水深30m以浅の平埋面が発達している｡このような特徴は,

最近の地質時代における海水準変動を背景に,その発達史を考える際に重要な意味をもつもの

と思う｡

2)水深140m前後の平埴面(第2図, II

湾奥部西半部には,ほとんど起伏をもたない平埋面が広く発達し,･その東端(水深135m前

級)より西方-向かって徐々に深度を増し大崎ケ鼻沖(水深約150m)で最も深くなっているo

この地域は,大崎ケ鼻北東沖の一部を除いて,ほゞ全域にわたり海底面下数10mの範囲に,

水平な層理をもつ地層の発達していることが,最近行なわれたエア･ガンによる調査結果から

知られている*｡

この様な,水深140m前後の平埋面は桜島東方にも存在する｡たゞしそこでは微地形的な小

起伏が数多くみとめられ,成因的には前記の西半部海域のそれとは異なるものと推定されるが,

観測資料が少ない為詳細はわからない｡尚,この面は,大正溶岩による桜島東部の埋立て前に

*地質調査所小野晃司博士の御教示による｡
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第6図　底質表層の淘汰係数Soの等値曲線図

Fig. 6. Contour map of coefficient of sorting (So) of bottom surface deposits.

は,狭い水路を通り南-向かって徐々に低下していたものと推定される｡

3)水深200m前後の平埋面(第2図, IIIA)

北東部福山沖に,この海域の最深部が存在することは従来からも知られていたが,地形区分

上平竣面としてみとめられる範囲は,海図中の200m等深線の示す範囲とはかなり異なるもの

であることが今回明らかになったoその西側と南西側は,後述の,階段状の起伏に富む傾斜地

形に隣接し,両者の境界はきわめて画然としている｡北側も同様の地形に隣接するが,そこで

は平埋面からの移り変りは漸移的であるo東側と南側には,それぞれ頂部水深73m, 43mの

独立山塊状の堆(bank)が存在し,平埴面はそれらの急斜面とぶつかり合っている｡

4 140m平埴面と200m平埴面の遷移部斜面(第2図, IIIB)

海底地形の調査結果では,地域西半部の140m平壇面の東縁は,地域中央部に見られる北々

東滴々西方向に延びる小崖(第2図, A)によって限られ,それ以東200m平埴面に至る地域

は起伏がはげしく,全体的には盆状地形の底-向かって階段状に低下してゆく斜面と見ること

が出来るo尚,観測結果悌3図)から明らかなように,階段状地形の比高は東側程大きいと

いう傾向がみとめられるoこの様な関係は,桜島東側の140m平埋面より北-向かって200m

平埋面に達する部分にもみとめられる｡測深資料の解析の結果得られたIinear pattern (第2
＼

1
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第7図底質表層の歪度Skの等値曲線図

Fig.7.Skewnesscontourmapofbottomsurfacedeposits.

図, A-D)の成因について結論を与えることは出来ないが,その全体的な形態はstepfaultと

いった地質構造的な要因を暗示している｡前述のエア･ガンによる観測結果では,第2図に示

した×印付近で東側が地形的に急激に落ち込み,その部分の地下には何ら特定の構造はみと

められない｡一方西側の地下では,急崖に断ち切られた形で海底下数10mの範囲に水平な層

状構造が明瞭にみとめられ,西方へ広く連続している｡従って,西部平埴面と東部盆地状地形

との構造上の境界は図に示したようになり,地形区分の境界とはかなりずれている｡

5)不規則な起伏に富んだ地形(第2図, me

200m平場面の東側の地域から東岸沿いに南-,平瀬を通り浮浮島,沖瀬に至る地域は,大

小の不規則な起伏に富み,前述の諸地域とは全く異なった地形を墓する｡特に若御子鼻,福山

沖,平瀬,沖瀬などには,独立した唯が存在する｡まだ決定的な証拠は得ていないが,少なく

とも200m平埋面東側の地域は,地形的には元来同様の深凹部であったところに,カルデラ生

成後の火山活動によって出来たvolcanic coneの集合した地形と判断され,地質構造的には海

盆の一部に含められるべきものと考える｡

6)安永諸島をのせる浅海域(第2図, IV)

新島,硫黄島,中の島,猪の子島などの,いわゆる安永諸島をのせる浅海域の地形･地質構
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第8図　底質表層の泥質物含有率(%)の等値曲線図

Fig. 8. Contour map of mud content (%) of bottom surface deposits.

造については資料が乏しいが,現在海面上に現われている島々の地質,海図に見られる海底地

形･古記録から判断される生成様式などから,次の様に考えられる｡桜島火山の安永噴火に伴

なう寄生火山的な活動によって上昇した岩栄が,一部では海底面上に噴出して火山島を形成し

(硫黄島),又,一部では,海底を構成する地層をブロック状に破断しながら海面上に押し上

げた(新島,中の島,猪の千島)結果出来た地形であろう｡従ってこの浅海域海底には,硫黄

島に見られるものと同岩質の溶岩流よりなる海底火山体や,新島の構造で代表されるブロック

状に分断された地層の岩体が,複雑な形に分布しているものと推定される｡

以上のように,海底地形･地質構造という観点からすると,本海域北東部は,それ以外の地

域とは異なった,構造性(ないし火山性)の海盆であると考えられる｡又　200m平埴面西側

に按する地域の階段状地形がstep fault　であるか否かは,地下地質構造調査にまたなければ

ならないが,若しstep faultであった場合,それらが基盤の構造運動にか､わるものか,ある

いは海盆の生成に伴なう局地的なものなのか等の問題が生じてくる｡このことは,姶良カルデ

ラの発達史を中心とした,南九州の第四紀地史の研究上重要な意味をもつものと思う｡
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第9図　鹿児島湾奥部底質分布図(表層). 1.砂;2.シルt質砂; 3.粘土質砂; 4.シル>; 5.砂質シル
ナ; 6.粘土質シル下; 7.材質粘土; 8.シルー質粘土; 9.秒--シルナ-粘土; lo.磯含有率10-4096;
11.磯含有率1-1096

Fig.9. General textural properties of bottom surface deposits. Based on Shepard's triangle

(Shepard, 1954). 1. Sand; 2. Silty Sand; 3. Clayey Sand; 4. Silt; 5. Sandy Silt; 6. Clayey

Silt; 7. Sandy Clay; 8. Silty Clay; 9. Sand-Silt-Clay; 10. Gravel Content 10-40%; ll.
Gravel Content 1-10%

底質表層の粒度分布

この海域の底質は泥質堆積物(silt-silty sand)を主とし,砂磯質堆積物は縁辺部に局地的

にみられるにすぎない｡

65の測点(第4図)より得た底質柱状試料の表層部4cmについて節分法とK-ペット法によ

り粒度を測定し,試料毎に中央粒径値Md,淘汰係数So,歪度Sk,泥質物含有量を算定した｡

a)中央粒径値Md (第5図)

調査海域内の堆積物のMdは,ほゞ全域にわたって0.05mm以下であり,シル下以下の粒

径分布を主とする　0.05mm以上の微～中粒砂の分布は,桜島西側水道浅海域･別府川沖合

(北西部),新川沖(中央部),平瀬～沖瀬問の海域(南衷部)などに局地的にみられるにすぎ

ない｡

b)淘汰係数So (第6図)

この海域の堆積物の淘汰度は, Sol.5-4の範囲が広域を占め,比較的良好である.特に淘
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簡10図　海底地形断面と底質柱状図
Fig. 10. Corss-sections of submarine topography and columnar sections of bottom sediments.

1.秒(sand), 2.シルt質砂(siltysand), 3.シルt (silt), 4.砂質シルt (sandysilt), 5.磯洩り
砂(gravelly sand), 6.軽石(pumice), 7.岩浮(scoria), 8.二枚貝(pelecypoda), 9.巻貝(gastro･

poda), 10.ウニの林(echinoid spine), ll.植物遺体(plant remain), 12.菓理(lamination), 13.料
交層理(cross lamination), 14.級化成層(grading), 15.石膏の結晶(gypsum crystal), 16.コンボリ
ユ-下乗理(convolute lamination)
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第11図　底質柱状試料に見られる軽石層の厚さの分布(単位cm). 1.軽石層を貫いたコア; 2.置かないコア.
Fig. ll. Thickness distribution of pumice bed in the core samples of bottom deposits (in cm).

Pumice bed penetrated (1), not penetrated (2).

汰不良(So5以上)の地域は,安永諸島東方～北東方で最も広く,これは安永諸島一帯の浅海

域の侵食によって供給される堆積物の影響と考えられる｡そこでは中央粒径値も,最大0.1mm

に達している.そのほか5ヶ所の小範囲に於てSo5以上の値を示しているが,それらはいず

れも,沿岸からの粗粒物質の混入か,あるいは湾奥部に流入･流出する海水の動きのいずれか

に密接に関連をもつものと推定される｡一方特に淘汰良好(So2以下)な地域は,若御子鼻沖,

新川沖,大崎ケ鼻沖,三船崎沖などにみとめられる｡

C)泥質物含有率(第8図)

この海域の底質中の泥質物含有率は, 50-70%の値が一般的であるが, 8096を越える地域,

50%以下の地域も広く,それらには浅海域,深海域,河口域などといった地形上の条件にはゞ

調和的なものと,不調和なものとがある｡後者の場合は,淘汰度と同様に,地形的条件よりは

海域内の海水の動きに密接な関連があるものと推定される｡

d)底質粒度分布(第9図)

全測点について砂,シルt,粘土の含有率にもとづく組成(Shepard, 1954)を調べ,その

結果にもとづいて底質分布図を作製した｡本海域の底質粒度組成は,シルTおよび砂質シルナ
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第12図　底質表面から軽石層までの堆積物の厚さの分布(単位cm)
Fig. 12. Thickness distribution of bottom deposits between pumice bed and bottom surface (in

cm). Dotted line: assumed thickness.

が大部分を占め,シルナ質砂,砂,磯まじり砂などはごく局部的にみられるにすぎない｡全体

としては,桜島以南湾内沿岸部の浅海平坦面(20-30m以浅)早,湾口部海域にみられるよ

うな砂質～砂硬質堆積物(早坂ほか, 1974, 1976　とは対照的である｡

底質の粒度分布には,海底地形と明らかに調和的なものと不調和なものとがある｡調和的な

ものとしては,福山沖200m凹地における粘土質シルナおよびシルーの分布,'桜島西側水道浅

海域における砂～傑まじり砂の分布;新川河口より西側の沿岸部(隼人一加治木問)における

砂の分布などが挙げられ,不調和なものとしては, 140m平壇面東縁の,やゝ浅くなった部分

においてシルT質粘土および粘土質シルト(泥質物含有率8096)が分布しているのに対して,

大崎ケ鼻沖合の,同平埋面最深部にシルt質砂(泥質物含有率5096)が分布しているといった

例が挙げられる｡

全体としてみると,本海域における底質は砂質堆積物分布域,シルT質堆積物分布域および

これらの中間型の分布域の三つに大別される｡

砂質堆積物は桜島西側水道の浅海域,加治木一年人間の沿岸域,大隅半島浮津･二川西方沖

および桜島東岸黒神沖などに分布しているo　シルー質堆積物は本海域の北半部に広く分布する
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第13図　各観測点における底質の堆積相

Fig. 13. Sediment type of bottom deposits in each sample locality.

ほか,桜島東方の湾入部に分布する｡また中間型堆積物は本海域の中央部にはゞ東西に帯状分
布をし,更に中ノ島･新島東方海域へつゞく｡

桜島西側水道浅海域に分布する砂質堆積物は細磯を多く含むが,淘汰は他地域にくらべ比較

的良く,北方へ徐々に含泥率を増す｡

加治木一年人間沿岸域ではシルト質砂からなり,含磯率はきわめて低い.一方浮津西方地域

ではシルt質および粘土質砂によって特徴づけられ,含磯率は高く, 10-40%を示す｡二川西

方および黒神東方地域では同じくシルt質砂からなるが,含磯率はきわめて低く, 10%以下で
ある｡

シルT質堆積物は地域により岩相変化が著しいO若御子鼻沖合から200mの最深部にかけて

はシルナないし粘土質シルトが卓越し,往々石膏の徴結晶を含む.しかしその西方の中小島お

よび別府川南方へかけての地域には,菓理の発達した砂質シルトが広く分布する｡また,中小

島西方および大崎ケ鼻北方の狭い範囲には,粘土質シルトが局地的にみとめられる｡桜島東方

湾入部は砂質シルトが占めるが,含泥率が80%を越えるところがある｡

砂-シルT一粘土の中間型堆積物は,安永諸島をのせる浅海域東方と北西方とでは岩相を若
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第14図　測点72の堆積物についてのⅩ線粉末回折図

Fig. 14　X-ray powder diffraction patterns of sample from the station no. 72.

A:石膏の結晶Gypsum crystal

B:底質試料Bottom deposits

干異にする｡前者では淘汰がきわめて悪く,普遍的に磯を含む｡一方,後者では級化成層を示

す場合があり,磯を含まない｡

底質柱状試料にみられる堆積相(第10, 13図;図版3-5)

この海域の底質柱状試料の多くのもの(65測点中の40測点)について,表層から5-20cm

の層準に軽石層の存在がみとめられた｡軽石層を構成する軽石粒は,暗灰～灰白色を呈する細

磯大のものであり,軽石層の厚さは, 1-5cm程度である｡柱状採泥器が軽石層のところで止

まってしまい,それを貫いて下位層準まで採取出来なかった所が多いので,軽石層の厚さの分

布状態について詳しく検討することは出来ないが,見られる限りでは,あまりはっきりした地

域性,又は変化の方向性といったものはみとめられない(第11図)｡この軽石層の生成は,荒

牧　　　　によって,大正3年の桜島噴火によるものと推定されているが,それに従うと,軽

石層以上の堆積物の厚さから,測定毎の堆積速度を算出することが出来る*｡

前述のように,軽石層のみられない場所も少なくないが,海域北西縁と,南東縁(浮津島～

桜島口問)の沿岸部においては集中的に分布している｡比較的長い柱状試料が得られたに拘ら

*軽石層の存在が確認されている柱状紙料について就算した結果では,最大4.2mm/yr,最小0.5mm/yrの
債が得られた｡ (但し駄科中の含水量を考慮すればこれらの倍はさらに小さくなる)
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第15図鹿児島湾奥部底質中の石膏の結晶の分布1･多量;2.少量;3.微量

Fig.15-Distributionofgypsumcrystalsinbottomdepositsinthebay-headareaofKagoshima

Bay.1.abundant;2.common;3.rare.

ず軽石層がみとめられないというのは,｢これらの試料は未だ軽石層の層準まで到達していな

い-つまり,その場所では軽石層以上の堆積物が著しく厚い｣のだという見方と,｢それらの

場所では,何らかの理由で軽石が海底にsettleLなかった｣という見方の二通りの可能性があ

るが,そのいずれが正しいかを決める直接的な証拠はないoしかしながら,軽石を含む試料す

べてについて,軽石層以上の堆積物の厚さの地域的な変化傾向を調べると,その最大値(20cm

以上)はいずれも沿岸部に分布していることがわかった(測点53,75,80,88,113,114),

もしこのような傾向が一般的なものであるとすれば,前述の,沿岸部において柱状試料が充分

長いに拘らず軽石層が見当らないという現象は,それらの試料の最下部が未だ軽石層に到達し

ていない為と考えて差支えないのかもしれないo軽石層を含む試料について軽石層上面より底

質表面までの厚さ(軽石層以後の堆積物の厚さ)の分布を実線で,叉,軽石層の見られない試

料については柱状試料全体の厚さの分布を点線で図示すると,第12図のようになる｡図から

明らかなように,軽石層以後の堆積物の厚さは5-15cmが一般的であるが,場所により20cm

以上更に,前述の仮定が正しいとすれば30-40cmといった厚さに達するところがあるこ

とになる20cm以上の厚さを示すところは,南東部の浮津島より瀬戸崎に至る沿岸域,200m
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平埴面地域を含めて北岸沿いに西方大崎ケ鼻の南方にまで延びる沿岸域,桜島北側の平瀬付近

海域などがある｡水深200mの凹地底で30cmを越すのに対して,桜島西側水道浅海域で僅

か5--15cmの厚さにすぎないというのは,堆積物の供給量の違いよりは,深度と位置的条件

の違いに伴なう海水の浸食,運搬力の違いをより大きく反映しているものと判断される｡海域

北縁国分市の沖積平野沿岸から西方-北岸沿いに　30-40cmという厚さが大崎ケ鼻南方にま

で推定されるが,これは河川の供給する堆積物の直接の影響と考えられ,興味深い｡

第10図には,測線毎の海底地形東西断面と,各試料の柱状図を示してある｡この海域の堆

積物表層の粒度組成は,ごく一部を除いて大部分がシルトおよび砂質シルtであることは既に

述べた通りであるが,その傾向は垂直的にも全く変化なく,泥質物を主体としている｡したが

って,堆積相の垂直的変化の様相は肉眼のみでは把握が困難なので,柱状試料のⅩ線写真によ

る観察を併用した｡全試料にみられる堆積相はこまかい変化にとんでおり,一律に分類記載す

ることは困難であるが,大よそ次の様な6通りのグループにまとめることが出来る｡

1) A型(PL 3,St. 86) :一見塊状均質なシルトであるが, Ⅹ線写真では水平,平行な薄層

理が,かすかに数多くみとめられる｡この型の分布は,本海域最深部(地形区分IllA)に限

られ(測点84, 85, 86),そこでは柱状試料全体を通じてはゞ同様である｡海水の流動の少な

い停滞水域での堆積物と考えられる｡測点85, 86に於ては,柱状試料の上半部に,石膏の微

小な結晶が散在している｡

2) B型(PL 3, St. 53;PL 4, St. 117, 72):厚さl-2cm毎に不規則な層理面をもち,

単層毎にgradingを示したり,叉,斜交層理の発達している砂質シルtである｡堆積構造は垂

直的にかなり変化に富み,シルト質砂層との大きなくり返しを示す場合もある｡測点104, 107

では1cm大の石膏の結晶(第16図)を含むほか,数多くの地点で微小な結晶の散在してい

るのがみとめられる｡

3) C型.'A型とB型の中間型で,全体がほゞ均質なシルナであるが,やゝ砂質なレンズ

(厚さ0.5--1cm)を不規則にはきみ,鮎serbeddingの断面に似た様相を皇する｡測点115で

は柱状試料(39cm)の上半部に,長さ数ミリ大の石膏の結晶を散在しており,測点91, 110,

114に於ても微量ながら小さな結晶がみとめられる｡

4) D型(PL 5, St. 88):基本的にはB型と同様な堆積物中に,著しく不規則な層理面をも

ち, convolute beddingの様相を皇する｡常にB型に伴なっている｡

5) E型(PL 5, St. 63):均質無層理･塊状の砂質堆積物で,時折,細粒物質のレンズを不

規則にはさむ｡

6) F型:塊状･無層理の細粒堆積物中に,不規則に種々の粒度の粗粒物質(中粒砂～細傑)

を混在する｡

以上のような堆積相の識別にもとづいて本海域の底質柱状試料の垂直的変化を検討した結果,

数多くの測点に於て,軽石層を境にしてその下位と上位とで堆積相の変化していることがわか

った(第10図)｡それらの場所では,軽石層の下位では比較的均質な細粒堆積物(A型叉はC

盟)からなるのに対して,上位ではやゝ粗粒化し, B型やD型の堆積相を示す｡軽石層の生成

が桜島の大正3年の噴火によるものであるとすれば,その際溶岩流の埋め立てによって桜島東

側水道が失なわれたことや,その後の火山活動などが,湾奥部の堆積物に与えた影響の一つと

見ることが出来るかもしれない｡

軽石層以上(およびその相当層)の堆積物について,堆積相の水平分布を示すと第13図の

ようになる｡そこではB型の分布範囲が最も広く海域の大部分を占めている｡その他の型につ
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第16図　底質試料から得た石膏の結晶

Fig. 16. Gypsum crystals from bottom samples.

1: Loc. no. 104 (表層から27cm下位の層準　From the horizon 27cm deep below bottom surface1

2: Loc. no. 72　表層から10-15cm下位の層準　From the sample ranging from 10 to 15cm in

depth from bottom surface)

いては不明瞭ながらある種の規則性がみとめられる｡即ち, A型は最深部に, C型はA型の分

布地域に近接して, D型は海域東部の沿岸域に, E型は桜島西側水道の浅海域と安永諸島東方

の湾入部に,叉, F型は桜島の北岸に近接した沿岸部に,それぞれ分布している｡それぞれの

生成機構については未だ不明な点が多いが,以上の様な分布様式は,それぞれ環境条件との対

応を示しているものと推定される｡

なお,本海域の堆積物上層中に,広範囲にわたってみとめられる石膏の存在(第14, 15, 16,

図)については新川上流霧島山地からの二次的な堆積の可能性も考えられるが,結晶形の保存

の良いこと,基質の泥質物中に普遍的な存在が確認されている(第14図B)ことなどから,

一次的(原地性)のものと考えるのが妥当であろう｡泥質海底堆積物中における石膏の晶出の

条件として,この海域中における火山性噴気の存在が想定されるが,これは近年問題にされて

いる本海域東部におけるガスの噴出との関連で興味深いことがらである｡

あ　と　が　き

鹿児島湾奥部の底質分布を,海底地形的条件の中で考察してきたが,両者の対応関係はさほ

ど明確ではなく,全体としてきわめて複雑な様相を望していることがわかった｡底質分布を規

定する要因としては,海底地形のほかに陸源堆積物の供給量(供給源との位置的関係),海水

のエネルギー(堆積物の浸食,運搬をもたらす営力),火山源堆積物の供給量などが挙げられ

るが,極端に閉鎖的なこの海域では,これらの要因が複雑にからみあって堆積物の分布を規定

しているものと考えられる｡

堆積物の厚さから推定されたように,国分市沖積平野の前面から姶良町沖積平野の前面に至

る沿岸海域では,他地域に比べて著しく堆積速度が速く,これと似た様な傾向が海域周辺の沿

岸部で随所にみられるが,これなどは陸源堆積物の供給源に近いことが最大の要因であろう｡

しかしながら一方では,水深200mの凹地底では泥質物の著しく速い堆積速度が推定されるの
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に対して,陸地に近接する桜島西側水道の浅海域では,やゝ粗粒の堆積物の堆積速度が遅いこ

とが判っており,さらに, 140m平壇面東縁の地形の高まった部分に於ても,より粗粒な堆積

物が著しく遅い堆積速度を示している｡これらの現象は単に供給源との位置的関係の違いによ

るものではなく,それぞれの場所における海水のエネルギーの違いによるものと考えられる｡

桜島西側水道は,湾奥部と湾中央部との間に水深数10mの敬部をなし,潮の干満による潮流

が堆積物に及ぼす影響は少なくない｡高橋･竹下(1965)によると,湾奥部には半時計まわり

に流れる恒流が観測されており　140m平埴面東綾部はその中Jbに位置している.この海域の

堆積物については今後,鉱物組成,徴化石などに関する研究に加えて,湾内の海水の動きとの

関連を更に詳しく検討する必要がある｡

叉,柱状試料中の大正噴火による軽石層を境にして,それ以前とそれ以後とで,ほゞ全域的

な堆積物の粗粒化がみとめられるが,このことは陸域に生じた地質現象と,それに伴なう環境

変化が,周辺海域の堆積物に与えた影響の一例として興味深い｡今後,堆積物の鉱物組成,化

学組成,微化石などの研究により,火山現象に伴なう環境変化の影響をさらに明らかにしてい

きたいと思う｡
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第1表　鹿児島湾奥部海域堆積物の粒度組成

TableJ 1. Particle size mesurements of bottom sediments from the bay-head

area of Kagoshima Bay
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Table 1.　continued
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図版(Pis. 3-5)説明

底質柱状試料のスケッチ(右)と,そのⅩ線写真(左)

Explanation of Plates 3-5

Sketches (right) and radiographic prints (left) of core samples.
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ST.86 (TypeA)

sandy s土1七

silt.

BlightIy and

止y lami-
nated: con-

tains minute

gypsum cry-

stals ,

especially
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part

(xl/2)

ST.53 (Type B)

sandy silt,

with graded

units in

lower hori-
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(xl/2)

silt,
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pumice bed
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